
③ 点滴静注 5分
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ポララミン錠 2mg
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内服
点滴開始
30分前

根拠

腎細胞がん Temsirolimus 7日間 規定なし

■ 進行/再発
□ 術後補助化学療法
□ 術前補助化学療法
□ 放射線併用化学療法
□ その他

最小度 N Engl J Med 356: 2271-81, 2007

【日本医科大学付属病院　がん化学療法レジメン】 ≪無断転載禁止≫

レジメン番号： RCC-101

対象疾患 レジメン名称 コース期間 総コース数 適応
催吐

リスク

②
トーリセル 25mg/body

点滴静注 60分

＜注意事項/備考＞

Temsirolimus：DEHPを含まない輸液セット、5μm以下のインラインフィルター使用

Temsirolimus：間質性肺炎の発現に注意

①

薬品名 投与量
投与
経路

投与
時間

感染症：感染症の悪化、Ｂ型肝炎ウイルス・結核ウイルスなどの再活性化の報告あり。既往を含め確認が必要

インフュージョンリアクション：悪寒、発熱、呼吸困難などに注意。状況に応じて抗ヒスタミン薬や解熱鎮痛薬などの投与を検討。初回以外でも生じることあり

生理食塩液 250mL

生理食塩液 50mL


